
美濃工園内に新設したイノベーションセンター。画家篠田桃紅コレクションを有する岐阜現代美術館が同社の関工園内にあることもあり、その作風をイメージし、墨色の建物に金・銀・朱を用いた色使いがなされている。

水まわりの特長
建物の特徴
「鍋屋バイテック会社（NBK）」は、1560（永禄3）年に創業した、460年以上つづく機械要素部品の専門メーカー。創業から培ってきた鋳物をはじめとする「伝統技術」と「新技術」の両輪で事業を展開している。このたび、伝統と革新を融合し、新たなモノづくりの可能性を創出する中核拠点として、同社の美濃工園内に、2026（令和8）年4月「イノベーションセンター」を新設。これからのモノづくりを担う次世代人材の育成・活躍を見据えた「人への投資」を象徴する施設となっている。開発・製造から営業・出荷まで連携を強化し、イノベーションの創出を促進するとともに、社員一人ひとりが快適で生産性の高い働き方を実現できるよう、最新のオフィス環境や福利厚生施設が整備されている。

トイレの特長
「イノベーションセンター」のコンセプトに則り、快適性・機能性・先進性が追求された水まわり。トイレは、ジェンダーへの配慮やバリアフリー対応、プライバシーの確保を徹底。さらに、衛生面や混雑緩和、BCP（事業継続計画）にも配慮し、多様な従業員が安心して働ける環境を整えている。水まわりの計画については、TOTOテクニカルセンター名古屋にて、配慮提案、レイアウトや商品などの提案をうけ、器具の選択・採用を決定。また、従業員が清掃することを考慮し、「きれい除菌水」を搭載したウォシュレット一体形便器ネオレストLSやウォシュレットアプリコットP、カウンターとボウルに継ぎ目のない一体形状のツインデッキ（スペースアップタイプ）など、清掃のしやすい器具が選定されている。

建築概要
名称	 鍋屋バイテック会社 イノベーションセンター
所在地	 岐阜県美濃市楓台60-1
施主	 鍋屋バイテック会社
設計	 青協一級建築事務所、 SKY設計
施工	 建築　青協建設株式会社
	 設備　ユニオンテック株式会社
竣工年月	 2026年4月
敷地面積	 22,324.93㎡
建築面積	 865.00㎡
延床面積	 1,582.00㎡
構造・階数	 鉄骨造・地上2階

おもなTOTO使用機器
ウォシュレット一体形便器 ネオレストLS：CES9820G	
ウォシュレット アプリコットP（温風乾燥付きエコリモコン）：TCF5841AUPR
棚付二連紙巻器：YH700AD／音姫（トイレ用擬音装置）：YES412R	
チャームボックス：YKB104／自動洗浄小便器：UFS900WR
ハイドロセラ・フロアPU：AB690BR／ツインデッキ（スペースアップタイプ）：MDWC
洗面器：LS351C／歯みがき器：L595／台付自動水栓：TLE28SS2W
電気温水器：REW12A1BKSCM／クリーンドライ（ハンドドライヤ―）：TYC420W
コンパクト・バリアフリートイレパック：UADAZ21R1A1ADD2WB
フィッティングボード：YKA41R／インテリア・バー：YHR600M
LED照明付鏡（化粧照明タイプ）： EL80016／化粧鏡：YM6090A

自動洗浄小便器の足元には、ハイドロセラ・フロアPUを設置。小便器の仕切り壁は、清掃しやすさとプライバシーに考慮して高さ・形状を検討。大便器ブースには、尿パッドなどが捨てられる汚物入れを用意している。洗面コーナーは、手荷物が置けるツインデッキ（スペースアップタイプ）を採用。LED照明付鏡によってクリスタル棚が光をまとい高級感を醸し出している。また、男女トイレともに、歯みがきコーナーと小物入れを設置。男女別トイレの間に設置されたバリアフリートイレは、障がいの有無や性別にとらわれず、だれでも使ってほしという思いで設置。各トイレの入口は自動扉で、非接触で手をかざすだけで開閉が可能となっている。

美濃和紙照明が印象的な大階段には、大型LEDモニターも設置されイベントも可能。ABW（アクティビティ・ベースド・ワーキング）を導入したオフィス。カフェスペースには、「ザ・クラッソ」を採用している。

気分転換や体調不良の際に横になれるよう、休養室を2ヶ所設置。更衣室での着替えに抵抗がある場合にも、カーテンを閉めて着替えができ、性別を問わず安心して利用できるように施錠が可能となっている。2Fトイレのスタイリングコーナーは、ゆったりと見繕いができるようプライバシーに配慮して、1ブースごとにレイアウト。間仕切り壁は、顔は見えにくいが使用状況がわかるよう半透明の素材を採用している。大便器ブースの壁を天井まで立ち上げ、個室感を出している。大便器は、「きれい除菌水」で汚れを分解して除菌するウォシュレット一体形便器ネオレストLSを採用し、手すりやフィッティングボードも用意している。

ランチルームへ向かう廊下に、手洗いコーナーを設置。工場での作業後にもしっかりと手が洗えるよう、切り欠き形状の洗面器を採用。向かいに配置されたトイレのサインは、ネオンカラーでポップな印象とした。
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1F 手洗いコーナー ランチルームへ向かう廊下に、手洗い
コーナーを設置。工場での作業後にも
しっかりと手が洗えるよう、切り欠き形
状の洗面器を採用。向かいに配置さ
れたトイレのサインは、ネオンカラーで
ポップな印象とした。

1F 女性トイレ 大便器ブースの壁を天井まで立ち上
げ、個室感を出している。大便器は、
「きれい除菌水」で汚れを分解して
除菌するウォシュレット一体形便器ネ
オレストLSを採用し、手すりやフィッティ
ングボードも用意している。

2F 女性トイレ 2Fトイレのスタイリングコーナーは、ゆっ
たりと見繕いができるようプライバシー
に配慮して、1ブースごとにレイアウト。
間仕切り壁は、顔は見えにくいが使用
状況がわかるよう半透明の素材を採
用している。

2F 休養室 気分転換や体調不良の際に横にな
れるよう、休養室を2ヶ所設置。更衣室
での着替えに抵抗がある場合にも、
カーテンを閉めて着替えができ、性別
を問わず安心して利用できるように施
錠が可能となっている。

内観 美濃和紙照明が印象的な大階段に
は、大型LEDモニターも設置されイベ
ントも可能。ABW（アクティビティ・ベー
スド・ワーキング）を導入したオフィス。
カフェスペースには、「ザ・クラッソ」を
採用している。

1F バリアフリートイレ 男女別トイレの間に設置されたバリア
フリートイレは、障がいの有無や性別
にとらわれず、だれでも使ってほしとい
う思いで設置。各トイレの入口は自動
扉で、非接触で手をかざすだけで開
閉が可能となっている。

1F 男性トイレ 
洗面コーナー

洗面コーナーは、手荷物が置けるツイ
ンデッキ（スペースアップタイプ）を採
用。LED照明付鏡によってクリスタル
棚が光をまとい高級感を醸し出して
いる。また、男女トイレともに、歯みがき
コーナーと小物入れを設置。

1F 男性トイレ 
小便器コーナー・
大便器ブース

自動洗浄小便器の足元には、ハイドロ
セラ・フロアPUを設置。小便器の仕切
り壁は、清掃しやすさとプライバシー
に考慮して高さ・形状を検討。大便器
ブースには、尿パッドなどが捨てられる
汚物入れを用意している。
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新たなモノづくりの可能性を創出する中核拠点として、同社の美濃工園内に、2026
（令和8）年4月「イノベーションセンター」を新設。これからのモノづくりを担う次世
代人材の育成・活躍を見据えた「人への投資」を象徴する施設となっている。開
発・製造から営業・出荷まで連携を強化し、イノベーションの創出を促進するととも
に、社員一人ひとりが快適で生産性の高い働き方を実現できるよう、最新のオフィ
ス環境や福利厚生施設が整備されている。
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「イノベーションセンター」のコンセプトに則り、快適性・機能性・先進性が追求され
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具の選択・採用を決定。また、従業員が清掃することを考慮し、「きれい除菌水」を
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ターとボウルに継ぎ目のない一体形状のツインデッキ（スペースアップタイプ）など、
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外観 美濃工園内に新設したイノベーション
センター。画家篠田桃紅コレクションを
有する岐阜現代美術館が同社の関
工園内にあることもあり、その作風をイ
メージし、墨色の建物に金・銀・朱を用
いた色使いがなされている。

https://info.jp.toto.com/com-et/jirei/

